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静岡県賀茂郡南伊豆町差回附近の地質(予報)

*鮫島輝彦 A松 弁孝友

。
筆者は卒業研究として，本地域回調査を行ヲているが，飯島助教授回報告

(地牢しずはた 8号〉による旧三坂村差回目石灰岩中広最近高等有孔虫を見

出した白で.そ田附近白地質と石灰岩1(ついて報告する.

本地域田地質については固山利三郎・新野弘・飯島輝彦・角消等館氏自御

捌査がある.

E白附近は伊豆半島田最南西¥1(ゐたり.a 0 0略的後四ゆるぞかな山地を

なしている.中新枇以来ほとんど絶えまない火山活動が行われて来た E とを

敬語り.相色。E火山噴出般からなる. c.白地域には従来者えられてきたよう

庄中新制;古制田火山砕屑岩より成る湯が島緬群と. c.れを不整合 IClI!ヨ鮮新

世田火山砕陪岩層より成る白浜層群がみられ .主 白浜胤群を整合的日夜う 石

室崎婦が広 t分布する。

本地戚では 識が島層群の分布は断片的にみとめられ，委良南方四吉国附近

子補一上小野向田峠附近 ・下小野・蝶が野・下賀茂 ・小稲ー大瀬間・一色ー

上小野田!;l¥び差国民露出している.本層群 ICは塩基性火山岩と石英安山岩質

火砕岩が~ ( .全般的 IC変朽作用〈緑泥石化E日王室化〉を畳りている.走向

は一般に東西性をしめし傾斜は 250 -60"をしめす.

差回目石灰岩は三底農業協同組合田高，約 50冊目川措K露出するも田で

~る。附近は角閃石安山岩 E ぴ変朽安山岩〈緑泥石化:11.ぴ沸石化作加を畳り

ている。〉がゐり，石灰岩は泥貨な変質奇襲灰岩 ICνγズ状 fCはさまれており

約 6協位田巾があるが相当舷砕きれている.本岩中には揚が島層群下部居申

色目とMlわれる変朽作mを受げた安山岩円車種をともな。て担り.巻貝・二枚

貝が臨められている・互検鈍すると ・主としてBrjozoa.Coral.石灰義及

び少数回小型有孔虫からなっている.そして今度スソプ法を応用して白色チ

Sツ質郁より高等宥孔虫I:epidocyclinaangulosa< ? ) ;l¥びLepido-

cyclina j aponi白支を磁の.叉L.angulosaと共存する 10数個由Am-

以llSもeginaradiaもaCD存在を撤める ι とができた.よヲて本庖が中新 i~

古蹴白ものである E とが確定した.
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又本層群Irはマ γガン鉱床が比較的多〈 .議良 ・ 下小野・一色・蝶~!野モ

田他庄小規模なも Dが存在し.鉱体は主として石英安山岩質田火山角腺岩中

。Eみられる。 下小野田鉱床では鉱体中巨石灰岩が存症し .基底礁告と思われ

る玄武岩質田円聖書がある a 石灰岩田産状は池代 ・小杉原田ものと似て .巷貝

ゃ二枚貝色存在し .白邑チ ξ ツ質な所 。Eは高等有孔虫白存在iJI予想される.

〈本岩は調査中である.

湯が島層群を不整合巳覆う白浜層は本地獄では石室崎居 。ζ司Eわれている部

舟が~ぃ. (c.c.<:言う白浜層は渡辺氏等田原同居正対比されるも自である。)

白浜層群は嚢良・子浦 ・入間 ・中木白低地や一色附近田内陸性白盆他民権償

して担り，立岩Eび一色では斜交庖理がみとのられる。 本層群は凝灰岩 ・安

山岩質集塊岩よりなり.一色附近では角閃石田長柱状白結晶を含む白色擬灰

岩層が広範聞に分布して担り無届理由場合が多い。 傾斜はゆるぞかでほぼホ

平Ir近い場合が多〈 1 o 0 '"以下田厚さをもっ b田で<bる. 叉石室崎屈と

は漸移関係にめるも白と息われる .

以上田事から考えられる E とは ，

。量豊田Eび下小野正担げる石灰岩は揚が晶層群白下部層と上部屈と由不整

合面白上 正存在し .上部周回蓋底諜府田基質をな す も申と推定される。

。白浜層群は揚が島周群白浸食が相当進み ，切立った地形が存在する滑岸

都民堆積し .低地を埋めたも由である.
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静岡県安倍川上流大河内)11流域の地質

工藤周
来

安倍川上流部砂防工事国為 .IU量省中部建設局静商工事事務所由要請正 よ

り，静岡大牢地竿故室員四手で ，同地域国崩壊 ・縦統制査Eび地質制査が 行

(3.4.5.6) 
われてきた. 本報告 は.安倍郡梅ケ島村 揚ノ諜から同郡大河内村平

野 K 至る大河内111!竃滅的踏査白結果でゐる.

制査は 1 9 5 9年 10月 IC行った a 野外割高査 ICめた。ては.建殴省堀田技

官(当時中部創出方建設局静岡工事事務所 〉に便貨 を針ヲて いただいた.また

貰科目監理と考察 ICあた。ては .本地理歓室田飯島鱒章助教授ならび に萩野

嗣人氏正援助をいただいた.共 K紙上を借り て， 厚 t御礼申 し上げる.

1.地形

大河内川流域は赤石山地田前山で<bる身延山地田中央児位置す る.身延山

砲は.静岡県田北部で赤石111砲と接'-'.模状田谷をつ tる。 E田谷町東を限

る白が ，南北 1ζ 走る十枚山ー真官官士山ー飽爪μJーしずはた山田山慣でゐり ，

Eれ児平行。ζ走って.谷田砲を限る白が.笹山ー劃IJff轟白山績である.向也域

白歯寄りは南下する 田が ，大河内川である. cれら の南北性回大地m>は .南

北性白地質構造を車襲。E反映している. cれは小地blC対してもゐてはまり

安倍川 K注 f宜流は すべて'J、き な償容であり .地形図 でInsequentIC見え

る択も.型住際は.横谷と縦谷田 tり返しを行，ている.

河各E出山静は壮年闘を示す.安倍川右岸二王山ー 見月山山稜では.高度

約 1.100"，附i丘K山頂平担罰が見られる。安倍川左岸田十段 奥富士山山稜

では.平担聞は嗣著ではない。しかし，高位段丘 IC基 t平担面は，左F韓民自

み毘られる.また左岸では瀬戸川県層群と憶爪層群と回附 IC.岩質回途 いに
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